
まえながら、計画的に作成することが求め

画である「公共施設再編プラン」を策定した。 られることから「公共施設再編プラン行動計画運用要領」を策

　今後は、持続可能な行政財産の管理を行うためにも、計画に 定し、要領に基づき庁内全体で行動計画の決定、進捗管理を行

基づく具体的な施設再編を進めていく必要がある。 っていくこととする。

　また、再編実施時期までの間、公共施設を安心安全に利用で 　また、公共建築物の長寿命化に向けて「中期計画」を毎年度

きるよう、長寿命化に向けた大規模改修についても、多くの施 更新し、建替え及び大規模改修を計画的かつ効率的に実施する

設で実施する必要がある。 ことで、財政負担の軽減及び平準化を図っていく。

　公共施設再編プラン行動計画運用要領を策定し、要領に基づき、施設管理課だけでなく、

再編推進委員会、再編本部会議と庁内全体で進捗管理することができた。公共施設再編プラ

Ｂ
ンの進捗状況としては、給食センターにおいて民間委託化を実施し再編達成した。

　また、公共建築物の建替え及び大規模改修は「中期計画」に基づき計画的に実施した。

　公共施設については「公共施設再編プラン」に基づき、具体的な施設再編を進めていく。

また今後継続的に実施することとなる、公共施設の増改築や大規模改修については、FMの視

↑ 点を活かしつつ、安全かつ適切に工事を進捗させる必要がある。そのほか、個別施設の諸課

題への対応など、業務範囲の増加に伴い施策全体の繁忙期は暫く継続していく。

　「公共施設再編プラン」については、行動計画運用要領を策定し、庁内全体で行動計画の進捗管理を実施した。引き続き行動計画の進捗

管理を行うことにより、公共施設全体の更新・統廃合・長寿命化等を「全体最適」の理念のもと長期的視点をもって計画的に行い、財政負

担を軽減・平準化していく。また、建築工事についてもＦＭの視点を活かした良質かつ低廉な設計仕様となるよう努めていく。
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08 着実な総合振興計画の実行に向けて 財務部・資産経営室

03 効率的な行政運営

89 施設の計画的な管理

　市民が安心安全に施設を利用できるように、市の財産である公共施設を適正かつ効率的に管理します。また中長期的な財

政運営の観点から、施設の長寿命化など持続可能な行政財産の管理を行います。
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件 9 - - 1
管理 (再編達成した施設数（累積数） )

　多くの公共施設が老朽化し、今後の施設の維持管理・更新に 「公共施設再編プラン」の実行性を高めるためには、個別施設

莫大な費用が必要となることから、インフラを含めた公共施設 ごとに行動計画を立て、再編事業を推進していく必要がある。

等を計画的に維持管理・更新するための基本方針である「公共 　行動計画は、公共施設全体の再編時期を見通したうえで、分

施設等総合管理計画」及び公共建築物に関する具体的な再編計 野横断的な視点も踏
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